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２．遠賀川の現状と課題

下流部は、遠賀川河口堰の湛水域

になっており、高水敷はグラウンド、

広場やサイクリングロード等が整備

され、植物相は単調なものとなって

います。水際も直線的な低水護岸に

より単調であり、水域には止水性の

ギンブナ、コイや外来種であるブラ

ックバス等の魚類が生息・生育して

います。遠賀川河口堰直上流部の湛

水域には、カモ・カモメ類が多く確

認され、広い開放水面上をミサゴが

採餌場として利用しています。

写真2.2.9 ヤガミスゲ
（福岡県：絶滅危惧ⅠB類）

カヤツリグサ科。湿地に生育する多年草で、匍匐を
ほふく

のばして繁茂するため、マット状の群落を形成する。

スゲ類の中では脆弱な形質を持ち、高茎草本に対する

競争力は弱いものと推定される。福岡県内では極稀。

写真2.2.10 オオヨシキリ
（福岡県：絶滅危惧Ⅱ類）

九州以北に夏鳥として渡来し、ヨシ原で繁殖する。

雄の早いものは、4月末に飛来し、なわばりを宣言。ギ

ョギョシ、ギョギョシとさえずる。ヨシ原の茎をから

めて、外径10cmぐらいのお椀型の巣を作り、4個から6

個の卵を産み落とす。ヨシにつく昆虫類やクモ類を餌

とする。

写真2.2.11 遠賀川下流部
（水巻町、遠賀町上空より望む）

高水敷の人的利用や低水護岸の敷設、水際の直線化

により、ヨシ原や湿地帯など下流特有の河川環境には

乏しい区間となっている。

写真2.2.12 ミサゴ
（環境省：準絶滅危惧、福岡県：準絶滅危惧）

中型の猛禽類で、ほぼ全国的に分布する。本亜種
もうきんるい

は北海道から九州、およびその周辺の小島などの海岸

付近や内陸の水域の近くに生息している。海、河川や

湖などで中・小型魚を捕食し、崖や高木で営巣する。
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２．遠賀川の現状と課題

支川彦山川の最上流部は山付きの

渓流環境となっており、ヤマセミや

カジカガエル等が生息しています。

その後、河床勾配は緩くなり堰が多

くみられますが、湛水区間は短く、

瀬や淵も数多く形成されています。

水際にはツルヨシやマコモ群落が分

布し、水域にはオヤニラミ、アカザ

等の魚類が生息・生育しています。

このように、人為的影響が濃く単調に見えがちな遠賀川にも、多様な生物が生

息しています。これらの生物については、その多様な生息・生育環境を保全して

いく必要があります。

遠賀川では平成5年より、河川が本来有している生物の良好な生育環境に配

慮した「多自然型川づくり」を実施しており、主に水際域の保全や復元を図

るための個別箇所ごとの対応を中心として取り組んできました。しかし、こ

れからはさらに地域の暮らしや文化にも配慮し、河川及び流域全体の自然の

営みに配慮した取り組みが必要です。

また、遠賀川は平成6年に「魚がのぼりやすい川づくり」モデル河川に指定

され、魚類等の遡上・降下環境改善のため、既設魚道の改築や魚道がない堰

への魚道の新設等を行ってきました。しかしながら未だ魚道がなく魚類等の

自由な移動の障害となっている河川横断工作物が多数存在します。

写真2.2.16 彦山川（大任町上空より望む）

写真2.2.17 アカザ
（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、福岡県：絶滅危惧ⅠB類）

夜行性で昼間は比較的大きい浮き石の下に潜み、夜間

活動する。水底を這うように遊泳し、水生昆虫を餌とし

ている。産卵期は5月から6月で、石の下に産み付けられ

た卵塊をオスが保護する。
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